1970年代の日本における「オカルト」概念の受容と展開 ―「密教ブーム」との関係を中心として― by 韓 相允
 































































4 Wouter J. HANEGRAAFF, Western Esotericism: A Guide for the Perplexed (Lon-






MER, “Deconstructing ‘Western esotericism’: on Wouter Hanegraaff's Esoter-
icism and the Academy,” Religion 43(2), 2013 を参照。 




































































（Gary LACHMAN, Beyond the Robot: The Life and Work of Colin Wilson, New 
York: Penguin Random House, 2016）, xi。 
11 同前、xi-xvi. 














リカ若者の文化を観察・分析した同時代の本 Religion in the Age of Aquarius
（J・C・クーパー著〔有馬・早川訳〕 竹内書店、１９７２年、原書１９７１年）を参照
すると、当時のユース・カルチャーは既成社会への不信感に基づいて麻薬、占
                                                     
12 Colin STANLEY, Colin Wilson’s ‘Occult Trilogy’: A Guide for Students (Win-
chester & Washington: Axis Mundi Books, 2013), p.23. また、ウィルソンの生涯と作
品については前掲の Lachman, Beyond the Robot に詳しい。 




1950 年代後半から欧米社会で展開していたが（Olav HAMMER, “New Age Movement,” 
in Wouter J. HANEGRAAFF, ed., Dictionary of Gnosis & Western Esotericism, 
Leiden & Boston: Brill, 2006, pp. 859）、その用語がマスコミや学界などで広く用いられ
るようになったのは 1980 年代以降である（島薗進『精神世界のゆくえ』、23 頁）。本稿で扱って
いる 1970 年代の場合、本文でも言及した J・C・クーパーを含め、同時期の社会学者や宗教学
者らは欧米における神秘主義の流行現象を認識しており、Edward TIRYAKIAN, “Toward 
the Sociology of Esoteric Culture” (American Journal of Sociology 78(3), 
1972, pp.491-512) や Marcello TRUZZI, “The Occult Revival as Popular Culture” 
(The Sociological Quarterly 13, 1972, pp.16-36)、Mircea ELIADE, Occultism, 
Witchcraft, and Cultural Fashions: Essays in Comparative Religions (Chicago: 




“New Age Movement” を参照。 




















                                                     





（George Ivanovich Gurdjieff, 1866-1877）を扱っている（Lachman, Beyond the 
Robot, p.2）。このことを考えると、「オカルト」に対する彼の関心は、もっと早い段階から彼の世
界観とかかわっていた可能性があると思われるが、それについては今後の課題としたい。 
17 Wouter J. HANEGRAAFF, “Occult/Occultism,” in 前掲 Dictionary of Gnosis & 





































                                                     
19 酒井角三郎「秘教的なるものの再生と復興」（『朝日ジャーナル』15（42）、１９７３年１０月）、59
頁。 
20 例えば、Religion in the Age of Aquarius の第一章「The Occult In America Today」
が日本語版では「今日のアメリカの密教」と翻訳されている。J. C. COOPER, Religion in the 
Age of Aquarius (Philadelphia: Westminster Press, 1971) および前掲の有馬・早川
によるその訳書の目次等を参照。 
21 これと同様の指摘は、碧海寿広『科学化する仏教』（KADOKAWA、2020 年）、222 頁にも見ら
れる。 































                                                     
22 中村保男「訳者あとがき」（コリン・ウィルソン著〔中村保男訳〕『オカルト』下、 新潮社、1973 年）、
326 頁。 
23 同前、３２６頁。 
24 酒井「秘教的なるものの再生と復興」、61 頁。 
































も早く翻訳されたことが分かる（前掲 Stanley, Colin Wilson’s ‘Occult Trilogy,’ pp.20-
21）。この現象をどう理解するかという問題は今後、さらなる検討が必要であるだろう。 
27 具体的には宮坂宥勝 「いわゆる〝密教ブーム〟について」、高田真光 「「密教ブームを如何に
とらえ、如何に生かすべきか」のテーマをもらったが」、宇喜多元洞「密教ブームに思う」という三
つの論説が掲載されている（『六大新報』3040、１９７３年１月、30-３２頁）。 




































31 桐山靖雄 「序にかえて」（同『変身の原理』）、Ⅳ-Ⅴ頁。 


























                                                     
32 碧海『科学化する仏教』、219-220 頁。 
33 桐山『変身の原理』、30-33 頁。 





































                                                     
40 同前、80-83 頁。 
41 同前、86 頁。 
42 梅原「時代の密教化の中で」、10 頁。 
43 宮坂「いわゆる〝密教ブーム〟について」、30 頁。 
44 長谷宝秀（1869-1948）の編集による 1914 年の『真言宗安心全書』二巻の増補版は 1973 年
に、「弘法大師生誕千二百年記念」事業の一環として刊行される。 
韓相允  1970 年代の日本における「オカルト」概念の受容と展開 
15 




表 1 弘法大師関係著作リスト（1965-1975） 
年度 タイトル 著者 出版社 
1965 『永遠の書像 空海編』 平山観月 有朋堂 





『空海』上下 西野寿二著 理論社 
1967 『新・弘法大師伝』 宮崎忍勝 大法輪閣 
1967 『弘法大師の詩と宗教』 宮崎忍勝 高野山出版社 
1968-
73 
『弘法大師著作全集』全 3 巻 空海著・勝又俊教編 山喜房仏書林 
1970 『弘法大師伝記集覧』 三浦章夫 密教文化研究所 
1973-
75 
「「空海」の風景」 司馬遼太郎 『中央公論』連載 
1973-
76 
『弘法大師真蹟集成』全 6 巻 佐和隆研・中田勇次郎編 法藏館 
1973 『文化史上より見たる弘法大師伝』 守山聖真 国書刊行会 
1973 『弘法大師空海：密教と日本人』 和歌森太郎編著 雄渾社 
1973 『空海の軌跡』 佐和隆研著 毎日新聞社 
1973 『弘法大師空海』 山本智教編 講談社 
1973 『弘法大師行状絵巻：東寺本重文』 東寺記念出版委員会編 八宝堂 
1974 『弘法大師伝説集』 斎藤昭俊編著 仏教民俗学会 
1974 『弘法大師紀行(歴史と文学の旅)』 真鍋俊照著 平凡社 
1975 『空海の風景』上下 司馬遼太郎著 中央公論社 






























































                                                     
47 飯倉義之「美しい地球の〈秘境〉―〈オカルト〉の揺籃としての一九六〇年代〈秘境ブーム〉」
（吉田編『オカルトの惑星』）、２８頁。 
48 山下武「オカルト・超能力の本  たかまる非合理・神秘への関心」（『出版ニュース』、１９７４年２
月）を参照。 
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表 3 「オカルト」をタイトルに掲げる大陸書房刊行の翻訳書（1974 年） 
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The Magic Art of 





































                                                     
49 山下「オカルト・超能力の本」、9 頁。下線は引用者による。 































                                                     
50 宮坂宥勝「現代における密教の復権―呪術と奇跡のないものは宗教ではない」（『月刊エコノ
ミスト』6、1974 年）、49-53 頁。 
 




The Reception and Development of the Concept of ‘the Occult’ 




Colin Wilson’s The Occult (1971), produced in the cultural context 
of the revival of occultism in Western society, was translated into 
Japanese in 1973. After its introduction to Japan, the term “Okaruto” 
became a true buzzword, and a cultural phenomenon dubbed by 
contemporary media as “Occult Boom” took place. However, this was 
not the beginning of Japanese people’s interest in things with alleged 
“magical characteristics.” Even before the introduction of this term, 
dissatisfaction with the problems brought by a so-called “materialistic 
society” was already pushing people toward an interest in the 
supernatural. One example of this trend is the “Mikkyō Boom,” an 
umbrella term used by contemporary media to refer to different 
movements that attempted to reinterpret and adapt Japanese esoteric 
Buddhism. When the Japanese translation of The Occult appeared, 
Mikkyō was almost immediately acknowledged as the “Oriental 
version” of the Western ideas presented in Wilson’s work. From this 
moment on, Mikkyō, which thus far had been understood as a religion, 
also became heavily associated with the “Occult.” With the above in 
mind, this article examines the negotiation process between the 
Western notion of “the Occult” and Japanese traditional religious 
thought, i.e. Mikkyō. In short, in this article I clarify how the reception 
of “the Occult” was influenced by the contemporary context of the 
“Mikkyō Boom.” 
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